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Comparative Study of Emerging States: Political Economy of Technology and Science

新興国の科学技術発展をめぐるポリティカル・エコノミー：国家間比較をめざして

本年度は、複数年かけて行う本研究の準備期間であった。１）国際会議、学会・研究会などをとおして、関連研究の人材発
掘(とくに若手)およびネットワークづくり、２）他方で、設定課題の見直しが重要な研究成果となった。具体的には以下の通
りである。
（１）人材発掘およびネットワークづくり：　代表者は、天然資源型産業の発展可能性について、とくにR&Dをめぐる官民の
役割と国家間の違いについて研究を進めるとともに、国内外の学会、会議において報告する一方、参加者との意見交換を
進め、人材発掘および当該分野のネットワークづくりを活発に行った。共同研究者は、個々の専門分野、例えば、イノベー
ションシステム、高付加価値化、人的育成と社会問題、政府間協力などの視座から本研究の課題に取り組んだ。一方で、
国際会議やワークショップに積極的に参加し、とくに若手研究者の発掘およびネットワークづくりを進めた。その結果の一
部として、2019年3月23日GRIPSにおいて、海外からの若手研究者を招聘、国内の研究者とあわせて今後の研究の可能性
を探る意味も含めた国際ワークショップを開催した。土曜日にかかわらず、44名の参加があり、活発な議論が行われた。そ
の中で、中国と東南アジアの強まる関係性、加速が続くグローバル化のなかでの労働問題、産業発展のための新しい産業
化の問題などが今後の重要な課題として浮かび上がり、大変有意義なワークショップとなった。（２）設定課題の見直し：
諸活動をとおして、本課題の遂行可能性を再考した。最終ゴールを、新興国研究の発展を目指していることもあり、当初は
広い地域をカバーすることを想定し、東南アジア新興国を中心に、典型的新興国といわれてきた中南米とを比較することを
考えた。しかしながら、研究メンバーの多くが東南アジア新興国を研究対象としていること、現在の著しい国際情勢の変化
などから、まずはアジアに限定して歴史的経路・現在・これからの課題を考えるよう、課題を見直すこととした。国際ワーク
ショップはじめで見出された新しい知見はじめを踏まえて、来年度も研究を発展させていく所存である。

本研究は、現代アジア新興国および新興国になりつつある国々および代表的な新興国である中南米と比較しつつ、（１）
成長著しい新興国のこれまでの発展にはどのような特色があるのか、（２）持続的経済成長のためにこれから必要な技術力
を新興国が獲得する上で直面する課題は何か、というふたつの問いを、複数年かけて行う研究の課題として設定した。とく
に「技術と政治」に着目して、経済発展には社会的・政治的利害の調整が不可欠というポリティカル・エコノミーの視点を中
心に据えつつ、技術能力向上の政治的・社会的条件の探求を行う。

(全ての項目含め、1頁以内で記述してください。)
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「タイ・天然ゴム産業の高度化をめぐる官民の役割：マレーシアとの比較より」　自
由応募分科会2「東南アジアにおけるアグロ資源利用型産業の発展可能性と課
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